
課題名：ソフトマテリアルの利活用に関する調査研究 

H28 ものづくり技術連携活性化事業 

実用化が見込まれる製品 
制振デバイス 

フレキシブルな保護フィルム 
 

取り組みの目的  

 ソフトマテリアル（エラストマー、ゴム、ゲルなど）に関する情報収集を通じて、 

 利活用できる新素材、新技術を発掘する 

 
 

• 県内企業の動向ニーズの調査 
• シーズ、新技術の実用性検討 
  ソフトマテリアル新素材 
  新フィラー素材（CNFなど） 

【お問合せ】 新潟県工業技術総合研究所 下越技術支援センター 石井  （電話：025-244-9168）  

取り組みの内容 
材料メーカ 

成形メーカ 

大学研究機関 

やわらかいもの研究会 

想定する製品例 
（制振デバイス） 

知見の蓄積 

＜総研保有技術＞ 
材料強度評価 微細観察 

熱・化学的評価 

業務へのああ 
フィードバック 

技術の応用 

調査・連携構築 

一緒に取り組みたい研究テーマ 
  ソフトマテリアル部門での材料改質 
  総研シーズの応用技術 


